
RDMトレーニングツールの紹介
尾城孝一、西薗由依、天野絵里子、大園隼彦、
前田翔太、三角太郎、南山泰之、山地一禎

（機関リポジトリ推進委員会 研究データタスクフォース）



われわれは何者か？
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国立情報学研究所 国公私大学図書館
協力委員会

これからの学術情報システム
構築検討委員会（2012～）

連携・協力推進会議
（2010～）

大学図書館コンソーシアム連合
運営委員会（2011～）

機関リポジトリ推進委員会
（2013.10.2～）

オープンアクセス方針の策定と展開
将来の機関リポジトリ基盤の高度化
コンテンツの充実と活用
研修・人材養成



機関リポジトリ推進委員会
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JAIRO Cloud

運用作業部会

•JCの安定運用と機能改善

•JCへの移行サポート

•JCコミュニティ支援

•SCPJの移行準備

広報作業部会

•イベント・説明会等の開催

•Web、facebookの編集・管理

•国際協力のための海外派遣

研究作業部会

•担当者研修

常置の作業部会（基幹業務のサポート）

研究データTF

•RDM トレーニング
ツールの開発

•ケーススタディによ
る研究データ管理ノ
ウハウの蓄積

論文OA TF

•オープンアクセス方
針策定支援

•ポリシー策定後の実
施支援

•OA 評価・トラッキ
ング

メタデータTF

•Junii2に替わる新た
なメタデータスキー
マの設計

•国内リポジトリへの
適用・実装支援

指標・評価・メト
リックスTF

•IRDB コンテンツラン
キングの公開

•アクセス統計提供
サービス

•アクセスログ解析

ORCID TF

•ORCIDのコンソーシ
アムライセンスを協
議会として提供する
ことを想定し、情報
収集と検討を行う。

COAR Asia TF

•AsiaでOAのコミュニ
ティを形成

アドホックなタスクフォース（先端的なプロジェクト）



タスクフォースメンバー
主査）尾城孝一 東京大学附属図書館
副主査）山地一禎 国立情報学研究所学術ネットワーク
研究開発センター、学術リポジトリ推進室

前田翔太 北海道大学附属図書館
三角太郎 千葉大学附属図書館
天野絵里子 京都大学学術研究支援室
大園隼彦 岡山大学附属図書館
西薗由依 鹿児島大学学術情報部
南山泰之 情報・システム研究機構

国立極地研究所情報図書室
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オープンサイエンスとは
オープンサイエンスとは、オープンアクセスと研究
データのオープン化（オープンデータ）を含む概念
である。オープンアクセスが進むことにより、学界、
産業界、市民等あらゆるユーザーが研究成果を広く
利用可能となり、その結果、研究者の所属機関、専
門分野、国境を越えた新たな協働による知の創出を
加速し、新たな価値を生み出していくことが可能と
なる。
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第5期科学技術基本計画．本文p.32
www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/5honbun.pdf



研究者の意識は？
• 78％の回答者が、少なくともデータの一部はアクセス制限
のないデータリポジトリに登録したいと考えている。

• しかし、自身のデータに他の研究者が容易にアクセスでき
るとした回答者は36.2%に留まっている。

• データを電子的に利用できるようにできない理由は、
• 時間がない（53.6%）
• お金がない（39.6%）
• データの登録先がない（23.5%）
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Tenopir, Carol. et al. Data sharing by scientists: practices and perceptions. 
Plos ONE. 2011, 6(6). E21101.
http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0021101

データを公開したい、あるいは公開しなければならない
が、実現できずにいる研究者が多数存在する

http://dx.doi.org/10.1371/journal.pone.0021101


３つの基盤の必要性

• 研究データ基盤（共通システム）

• 人の基盤（支援スタッフの確保・育成）

• 組織の基盤（コミュニティ）
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研究者支援への期待

技術職員、URA及び大学図書館職員等を中
心としたデータ管理体制を構築し、研究
者への支援に資する
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『学術情報のオープン化の推進について（審議まとめ）』
平成28年2月科学技術・学術審議会学術分科会学術情報委員会

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/036/houkoku/1368803.htm 

（大学等に期待される役割のひとつ）

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/036/houkoku/1368803.htm


RDMとは
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“Research data management concerns the organisation of data, 
from its entry to the research cycle through to the dissemination 
and archiving of valuable results.” 

研究データ管理とは、データの登録（エントリ）から、普及と保存に至
る研究サイクルの中で、データを組織化することである？？？

RDM（Research Data Management）
研究データ管理

Whyte, A., Tedds, J. (2011). ‘Making the Case for 
Research Data Management’. DCC Briefing Papers. 
Edinburgh: Digital Curation Centre. Available online: 
http://www.dcc.ac.uk/resources/briefing-papers

http://www.dcc.ac.uk/resources/briefing-papers


研究データ管理の教材
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（海外の教材）

日本版の教材を作ろう！



ツールの目的

1. 学習者がRDMに関する基礎的な知
識を得ること

2. 研究者支援サービスの足掛かりを
得ること
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教材の概要
• eラーニング教材（MOOCにて提供予定）

• 講義、確認テスト、ワーク
• 受講者は幅広く想定

• 大学や研究機関等において研究者の支援に
携わる方（図書館・IT部門・研究支援部門
の職員（URA含む）、研究室で研究補助業
務に携わる方等）

• オープンサイエンスや研究データ管理に関
心のある方
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データのライフサイクルと教材の構成
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1章 導入

2章 データ管理計画

3章 保存と共有

4章 組織化・メタデータ

5章 法倫理的問題

7章 サポートサービスの検討

6章 ポリシー
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・The UK Data Archive
（ http://www.data-archive.ac.uk/create-manage/life-cycle ）
・RDM Support - basic training course for information specialists
（http://dx.doi.org/10.6084/m9.figshare.1285313） より



シラバス
第1章導入

研究データ管理の重要性が増している背景や、研究デー
タ、研究データ管理の定義について

第2章データ管理計画
効果的なデータ管理に欠かせないデータ管理計画に関し、
作成義務化の動向や、その構成要素について

第3章保存と共有
研究データの、研究期間中の保管や長期保存に関する留
意点について。研究データの共有に関し、その意義や検
討すべき点、共有方法について。

第4章組織化・メタデータ
研究データを長期的に管理・活用するために欠かせない、
一定のルールに則ったデータの組織化や、データについ
て説明する文書やメタデータの作成について。
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シラバス（続）
第5章法倫理的問題

研究データをめぐる著作権や、再利用を促進するためのライ
センスの仕組みについて。センシティブデータを取り扱う上
での留意点や研究倫理について。

第6章ポリシー
国や助成団体、機関、出版者等による、研究データの保存や
共有を求めるポリシー策定の動向や要件について

第7章サポートサービスの検討
前章までの内容を踏まえ、学習者が自機関での研究データ管
理サービスを構築していくためのステップについて

2017/2/14 3 SPARC Japan 2016第 回 セミナー 14



教材（スライド）
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教材（スライド）
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教材（スライド）
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教材（スライド）
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教材（スライド）
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サンプル（未定稿）
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サンプル（未定稿）
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サンプル（未定稿）
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サンプル（未定稿）
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今後の展開
• 教材の公開（3月末予定）

2017/2/14 3 SPARC Japan 2016第 回 セミナー 24

• 教材の活用促進
• 持続可能な教材開発体制の確立
• 教材の段階的拡充

2017.4
本格始動
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共に考え、共に創ろう
オープンサイエンス基盤
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